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森
鴎
外
と
吉
田
学
軒
ー
l
公
益
財
団
法
人
無
窮
会
所
蔵
吉
田
学
軒
文
書
の
森
鴎
外
関
係
資
料
に
就
き
て
|
|
は
じ
め
に
吉
田
学
軒
は
、
元
号
「
昭
和
」
の
勘
申
を
行
い
、
ま
た
「
詔
勅
」
の
作
成
に
携
わ
っ
た
漢
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
吉
田
は
無
窮
会
と
関
係
が
深
く
、
本
会
に
東
洋
文
化
研
究
所
が
開
設
さ
れ
る
や
、
講
師
と
し
て
講
座
を
担
当
し
、
そ
の
関
連
で
無
窮
会
に
は
未
整
理
で
は
あ
る
が
、
資
料
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
発
表
者
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
き
、
吉
田
の
宮
内
省
図
書
寮
編
修
官
、
宮
内
省
御
用
掛
と
し
て
の
任
務
の
実
態
を
解
明
し
て
き
た
。
吉
田
は
明
治
四
十
二
年
ム
口
小
都
大
凶
T
乞
選
科
生
と
し
て
卒
業
し
、
同
四
十
五
年
に
奈
良
女
子
師
範
学
校
教
授
と
な
り
、
大
正
九
年
森
鴎
外
の
推
挙
に
よ
り
、
図
書
寮
編
修
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
両
者
の
関
係
は
大
変
密
接
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
吉
田
は
、
昭
和
十
一
年
六
月
一
日
発
行
の
「
文
学
」
(
四
巻
、
四
号
)
の
「
鴎
外
先
生
を
追
憶
し
て
」
に
於
い
て
「
私
は
予
て
企
望
が
あ
っ
た
の
で
、
病
妻
の
没
後
四
十
九
日
の
仏
事
を
終
へ
て
か
ら
、
先
生
の
命
に
従
ひ
先
生
の
宅
に
寄
寓
し
、
先
生
の
口
述
せ
ら
る
冶
家
系
其
の
他
伝
記
鈴
木
望
の
材
料
た
る
べ
き
事
項
を
筆
録
し
、
又
先
生
が
愈
筆
を
執
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
ら
れ
て
か
ら
終
罵
の
日
ま
で
先
生
の
命
に
よ
り
先
生
の
日
記
を
も
書
き
継
い
だ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
吉
田
の
発
言
に
注
目
し
、
無
窮
会
書
庫
内
に
て
発
見
し
た
鴎
外
の
若
干
の
伝
記
資
料
「
森
鴎
外
先
生
年
譜
、
そ
の
他
」
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
円，
F
同
U
大
正
時
代
の
皇
室
制
度
改
革
と
宣
主
制
度
重
森
鴎
外
の
晩
年
、
大
正
五
年
十
一
月
四
日
、
宮
内
大
臣
管
理
下
に
「
帝
室
制
度
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
伊
藤
博
文
が
行
っ
た
「
帝
室
制
度
」
は
完
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
欠
陥
も
あ
っ
た
。
ま
た
大
正
天
皇
は
病
弱
で
あ
り
、
「
崩
御
」
と
「
即
位
」
と
言
、
っ
国
家
的
な
行
事
も
想
定
さ
れ
た
た
め
に
そ
の
整
備
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
総
裁
は
宮
内
大
臣
の
奏
請
に
よ
り
勅
命
、
委
員
で
官
職
の
な
い
者
は
勅
任
待
遇
、
委
員
若
干
名
、
幹
事
二
名
、
書
記
五
名
。
幹
事
は
宮
内
高
等
官
と
規
定
さ
れ
た
。
総
裁
に
は
伊
東
巳
代
治
「
枢
密
院
顧
問
官
」
、
委
員
に
は
平
沼
膜
一
郎
「
当
時
、
検
事
総
長
」
以
下
、
岡
野
敬
二
郎
「
法
学
博
士
、
後
に
司
法
大
臣
」
、
有
松
義
英
「
内
務
省
警
保
局
長
等
を
歴
任
」
、
倉
富
勇
三
郎
「
当
時
帝
室
会
計
審
査
局
長
官
、
法
学
博
士
、
後
に
枢
密
院
議
長
」
、
奥
田
義
人
「
司
法
大
臣
等
を
歴
任
」
、
石
原
健
三
「
後
に
宮
内
次
官
、
枢
密
院
顧
問
官
」
、
鈴
木
喜
三
郎
「
法
学
博
士
、
当
時
、
司
法
次
官
、
後
に
司
法
大
臣
、
内
務
大
臣
、
政
友
会
総
裁
」
、
馬
場
銭
一
「
後
に
大
蔵
大
臣
、
内
務
大
臣
」
、
二
上
兵
治
「
当
時
、
枢
密
院
書
記
官
長
、
後
に
貴
族
院
議
員
、
行
政
裁
判
所
長
官
」
、
山
内
確
三
郎
「
司
法
次
官
、
東
京
控
訴
院
院
長
等
を
歴
任
、
富
井
政
章
「
当
時
、
法
学
博
士
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
後
に
枢
密
院
顧
問
官
」
が
任
命
さ
れ
た
。
更
に
戸
田
氏
共
「
当
時
、
式
部
長
官
」
、
山
口
鋭
之
助
「
当
時
、
図
書
頭
」
、
山
崎
四
男
六
「
当
時
、
肉
離
頭
」
小
原
監
吉
「
当
時
、
調
度
頭
」
が
御
用
掛
を
拝
命
し
て
い
る
。
森
鴎
外
の
陸
軍
退
職
と
宮
内
省
入
省
森
林
太
郎
は
、
無
窮
会
所
蔵
の
履
歴
書
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
年
十
月
十
三
日
陸
軍
軍
医
総
監
に
任
ぜ
ら
れ
、
陸
軍
省
医
務
局
長
に
補
さ
れ
、
約
十
年
間
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
大
正
五
年
(
一
九
二
ハ
)
四
月
十
三
日
に
「
依
願
予
備
役
被
仰
付
」
と
あ
り
陸
軍
を
退
職
し
た
。
ま
た
、
苦
木
虎
雄
著
「
鴎
外
研
究
年
表
」
に
よ
る
と
、
そ
の
日
「
軍
医
部
長
を
借
行
社
に
集
め
て
人
事
に
就
い
て
協
議
す
る
。
午
に
竹
葉
の
鰻
を
出
す
。
補
任
課
よ
り
電
話
が
あ
り
、
更
迭
の
辞
令
が
出
た
と
伝
え
る
。
よ
っ
て
林
太
郎
立
っ
て
皆
に
告
別
し
、
局
長
鶴
田
禎
次
郎
に
、
医
務
局
長
所
管
の
鍵
を
交
付
し
て
退
出
す
る
。
山
県
公
有
朋
、
寺
内
伯
正
毅
、
岡
市
之
助
に
電
報
を
打
つ
。
陸
軍
省
に
行
き
、
大
臣
大
島
健
一
の
手
よ
り
辞
令
を
受
け
、
次
官
、
局
長
と
告
別
す
る
。
」
と
あ
る
。
鴎
外
は
、
そ
の
後
無
窮
会
所
蔵
の
履
歴
書
に
依
る
と
大
正
六
年
十
二
月
二
十
五
日
に
「
任
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
」
ま
た
、
「
叙
高
等
官
一
等
」
更
に
「
賜
一
級
俸
」
と
あ
り
、
「
年
表
」
に
は
、
「
晴
、
午
前
十
時
、
宮
内
省
に
赴
く
。
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
に
任
ず
る
辞
令
出
る
。
退
出
後
諸
家
を
歴
訪
し
て
挨
拶
す
る
。
波
多
野
宮
相
、
栗
原
次
官
、
寺
内
首
相
、
大
島
陸
相
、
岡
田
文
相
、
山
県
公
、
有
栖
川
宮
、
華
頂
宮
、
朝
香
宮
、
東
久
週
宮
、
竹
田
宮
、
閑
院
宮
、
東
伏
見
宮
通
刺
、
そ
れ
よ
り
石
黒
男
忠
恵
、
賀
古
鶴
所
の
家
に
回
る
。
い
ず
れ
も
不
在
に
て
会
え
ず
、
夜
、
賀
古
鶴
所
来
訪
。
山
口
鋭
之
助
を
訪
問
す
る
。
桂
五
十
郎
に
書
状
を
送
る
。
」
と
あ
り
、
宮
内
省
高
等
官
に
任
命
さ
れ
た
当
日
の
様
子
が
分
か
る
。
更
に
鴎
外
は
無
窮
会
所
蔵
の
履
歴
書
に
依
る
と
大
正
七
年
一
月
十
五
日
「
帝
室
制
度
審
議
会
御
用
掛
被
仰
付
」
と
あ
る
。
ま
た
「
年
表
」
に
よ
る
と
「
帝
室
制
度
審
議
会
御
用
掛
を
拝
命
す
る
。
よ
っ
て
伊
東
巳
代
治
邸
に
挨
拶
に
出
向
く
。
そ
れ
よ
り
参
寮
す
る
。
佐
々
木
信
網
来
訪
す
る
」
と
あ
り
、
当
日
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
oo 
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n
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鴎
外
の
帝
室
制
度
審
議
会
に
対
す
る
批
判
並
び
に
号
」
へ
の
関
心
鴎
外
は
伊
東
巳
代
ぬ
程
守
の
「
帝
室
制
度
審
議
会
」
に
対
し
て
大
正
九
年
六
月
八
日
の
賀
古
鶴
所
宛
の
書
翰
で
次
の
様
に
の
べ
て
い
る
。
「
・
:
・
:
審
議
会
ニ
ハ
札
ヤ
典
故
ヲ
知
ル
者
一
人
モ
ナ
シ
。
ソ
レ
故
伊
藤
博
文
公
時
代
ニ
多
田
好
関
ヲ
使
ツ
テ
作
ツ
タ
原
案
ガ
絶
対
ノ
権
威
ヲ
有
シ
居
候
ナ
リ
。
」
ま
た
「
審
議
会
ハ
法
学
博
士
ト
宮
内
大
官
揃
ヒ
デ
小
生
ナ
ド
ハ
『
傍
聴
希
望
ナ
ラ
パ
出
席
セ
ヨ
』
ト
ノ
命
令
ニ
テ
出
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。
右
諮
問
機
関
ハ
本
会
ニ
付
属
セ
シ
メ
一
々
ノ
事
件
ニ
付
取
調
ヲ
命
ズ
ル
ダ
ケ
ノ
者
ニ
テ
可
ナ
ル
ベ
シ
。
一
人
-
二
月
百
円
ヅ
h
モ
給
ス
ル
嘱
託
位
ニ
テ
宜
シ
カ
ラ
ン
カ
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
鴎
外
は
「
帝
室
制
度
審
議
会
」
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。
ま
た
、
鴎
外
は
「
元
号
」
に
関
心
を
有
し
て
い
た
ら
し
く
、
大
正
九
年
四
月
二
十
八
日
の
賀
古
鶴
所
宛
の
書
簡
に
「
誼
ノ
コ
ト
ガ
済
ン
デ
(
印
刷
ハ
マ
ダ
許
サ
レ
ズ
)
年
号
ニ
ト
リ
カ
冶
リ
候
。
明
治
ハ
支
那
ノ
大
理
ト
云
フ
国
ノ
年
号
ニ
ア
リ
。
尤
コ
レ
ハ
一
ニ
作
明
統
一
ト
ア
ル
ユ
ヱ
明
治
デ
ハ
ナ
カ
ツ
タ
カ
モ
知
レ
ズ
、
大
正
ハ
安
南
人
ノ
立
テ
タ
越
ト
イ
フ
国
ノ
年
号
ニ
ア
リ
。
又
何
モ
御
幣
ヲ
カ
ツ
グ
ニ
ハ
及
パ
ネ
ド
支
那
ニ
テ
ハ
大
イ
ニ
正
ノ
字
ノ
年
号
ヲ
嫌
候
。
:
:
:
正
ノ
字
ヲ
ツ
ケ
滅
ピ
タ
例
ヲ
一
々
挙
ゲ
テ
居
候
。
不
調
べ
ノ
至
ト
存
候
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
ーー「
フE
「
明
治
」
・
「
大
正
」
の
年
号
の
勘
申
に
対
し
て
「
不
調
べ
ノ
至
」
と
大
変
ニ
〈
ぷ
た
ね
の
ゆ
(9v
批
判
的
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
大
正
」
と
一
言
号
ノ
元
号
は
、
国
府
種
徳
が
勘
申
し
た
も
の
で
あ
る
。
鴎
外
の
専
門
家
欠
如
の
嘆
き
と
吉
田
学
軒
鴎
外
は
、
大
正
九
年
六
月
八
日
、
賀
古
鶴
所
宛
の
書
簡
の
中
で
「
根
本
的
ニ
幣
ヲ
除
ク
ニ
ハ
帝
室
制
度
審
議
会
ニ
諮
問
機
関
(
支
那
ノ
三
礼
、
周
礼
、
儀
礼
、
礼
記
ニ
通
ズ
ル
モ
ノ
少
ナ
ク
モ
一
人
、
我
国
ノ
典
故
ニ
通
ズ
ル
モ
ノ
少
ナ
ク
モ
一
人
、
コ
ト
ニ
ヨ
ル
ト
双
方
ヲ
マ
ト
メ
テ
使
フ
世
話
ヤ
キ
一
人
、
入
用
カ
モ
不
知
也
)
ヲ
置
ク
外
ナ
シ
ト
思
考
ス
」
と
言
い
、
「
コ
レ
ハ
審
議
会
ノ
ミ
ノ
問
題
ニ
ア
ラ
ズ
。
宮
内
省
全
体
ガ
典
故
一
一
関
ス
ル
機
関
ヲ
有
セ
ヌ
ハ
歓
典
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
c
関
根
正
直
ガ
御
用
掛
ト
ヤ
ラ
ニ
ナ
リ
居
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
其
関
根
モ
一
通
リ
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
深
キ
コ
ト
ハ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
中
国
と
本
邦
の
故
実
や
典
故
を
深
く
理
解
し
て
い
る
学
者
等
専
門
家
が
宮
内
省
に
い
な
い
こ
と
を
鴎
外
は
嘆
い
て
い
る
。
こ
の
様
な
中
で
偶
然
鴎
外
が
士
口
田
学
軒
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
高
い
学
殖
を
評
価
し
、
宮
内
省
編
控
目
に
推
挙
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
猪
瀬
直
樹
氏
の
『
天
皇
の
影
法
師
』
(
小
学
館
・
猪
瀬
直
樹
著
作
集
十
・
平
成
十
四
年
九
月
発
行
)
並
び
に
神
田
喜
一
郎
の
『
墨
林
間
話
」
の
「
鴎
外
と
漢
文
学
」
(
岩
波
書
庖
・
昭
和
五
十
九
年
九
月
発
行
)
に
詳
し
い
。
吉
田
学
軒
は
、
名
を
増
み
や
ニ
蔵
、
又
の
名
は
行
。
学
軒
と
号
し
た
。
豊
前
回
京
都
郡
に
生
ま
れ
、
幼
n『
u
F
D
 
に
し
て
水
哉
園
で
村
上
仏
山
に
学
び
、
漢
詩
に
於
い
て
門
生
に
及
ぶ
者
が
な
く
、
「
小
仏
山
」
と
称
さ
れ
た
。
後
に
東
京
に
出
て
提
正
斎
に
学
ぶ
。
こ
の
折
松
平
天
行
「
後
に
早
稲
田
大
学
教
授
、
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
教
頭
」
と
机
を
並
べ
、
交
遊
が
始
ま
り
互
い
に
知
己
を
以
っ
て
任
じ
、
生
涯
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
長
一
一
一
洲
、
谷
口
藍
田
、
根
本
通
明
、
三
島
中
洲
、
南
摩
羽
峰
に
も
学
ん
だ
。
学
軒
の
学
問
に
就
い
て
は
松
平
が
「
学
軒
詩
集
序
」
(
『
学
軒
詩
集
』
所
収
V
で
述
べ
て
お
り
、
和
漢
を
兼
ね
て
、
就
中
、
『
万
葉
集
』
と
『
説
文
』
の
研
究
に
晩
年
殊
に
力
を
注
い
だ
と
記
し
て
い
る
。
又
学
軒
の
詩
は
、
古
体
詩
に
力
を
用
い
て
、
殊
に
「
俳
律
」
は
絶
妙
で
あ
っ
た
と
も
記
載
し
て
い
る
。
吉
田
は
、
明
治
四
十
二
年
に
京
都
帝
国
大
学
を
選
科
生
と
し
て
卒
業
し
、
同
四
十
五
年
奈
良
女
子
師
範
学
校
教
授
と
な
り
、
大
正
九
年
に
鴎
外
の
推
挙
に
よ
り
図
書
寮
編
修
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
昭
和
二
年
宮
内
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
、
「
詔
勅
」
の
起
草
等
に
関
与
し
、
傍
ら
二
松
学
舎
専
門
学
校
、
大
東
文
化
学
院
で
教
授
し
、
無
窮
会
に
於
い
て
も
昭
和
十
五
年
「
東
洋
文
化
研
究
所
」
が
開
設
さ
れ
る
と
、
講
師
と
し
て
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
の
詔
勅
の
起
草
を
終
え
た
直
後
の
昭
和
十
六
年
十
二
月
十
九
日
逝
去
し
た
。
享
年
七
十
六
で
あ
っ
た
。
鴎
外
は
、
学
軒
の
学
殖
を
高
く
評
価
し
、
大
正
十
一
年
六
月
二
十
日
の
『
委
蛇
醤
に
は
「
一
干
目
、
火
、
晴
、
第
六
日
、
呼
吉
田
増
蔵
託
事
」
と
あ
り
、
公
的
な
鴎
外
の
「
仕
事
」
等
の
後
事
を
託
さ
れ
た
様
で
あ
る
。ま
た
「
文
学
」
(
昭
和
十
一
年
六
月
一
日
発
行
)
の
「
特
輯
鴎
外
研
究
」
で
吉
田
学
軒
は
、
「
鴎
外
先
生
を
追
憶
し
て
」
と
言
、
つ
記
事
を
掲
載
し
、
「
私
は
予
て
先
生
の
企
望
も
あ
っ
た
の
で
、
病
妻
の
没
後
四
十
九
日
の
仏
事
を
終
へ
て
か
ら
、
先
生
の
命
に
従
ひ
、
先
生
の
宅
に
寄
寓
し
、
先
生
の
口
述
せ
ら
る
、
家
系
其
の
他
伝
記
の
材
料
た
る
べ
き
事
項
を
筆
録
し
、
又
先
生
が
愈
筆
を
執
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
ら
れ
て
か
ら
終
駕
の
日
ま
で
先
生
の
命
に
よ
り
先
生
の
日
記
を
も
書
き
継
い
だ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
注
目
し
た
い
。
今
回
無
窮
会
書
庫
内
で
発
見
し
た
伝
記
資
料
の
五
並
ぴ
に
六
は
、
こ
の
時
に
吉
田
に
依
っ
て
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
て
、
今
回
発
見
さ
れ
た
資
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
吉
田
増
蔵
宛
葉
書
森
葉
荊
※
十
一
月
十
一
日
の
朝
に
吉
田
学
軒
を
訪
問
し
た
い
旨
を
記
す
。
二
、
香
典
袋
「
御
香
葉
、
森
林
太
郎
」
と
記
す
。
※
鴎
外
の
自
筆
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
吉
田
学
軒
の
妻
が
亡
く
な
っ
た
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
三
、
森
林
太
郎
履
歴
書
宮
内
省
の
用
筆
に
記
さ
れ
た
も
の
。
七
枚
四
、
森
鴎
外
逝
去
の
新
聞
記
事
「
切
り
抜
き
」
※
い
ず
れ
の
新
聞
で
あ
る
か
、
不
明
。
五
、
『
鴎
外
森
先
生
年
譜
』
※
仮
綴
じ
。
表
紙
も
含
め
て
九
十
四
丁
。
前
半
三
十
四
丁
は
不
明
の
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青
色
の
縦
二
十
行
の
用
筆
、
後
半
は
「
虎
ノ
門
鈴
木
」
の
青
色
縦
二
十
行
の
用
筆
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
大
正
十
一
年
六
月
二
十
四
日
」
「
六
月
二
十
五
日
夜
」
「
六
月
二
十
六
日
朝
」
「
六
月
二
十
六
日
夜
」
「
六
月
二
十
七
日
」
と
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
用
筆
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
学
軒
が
鴎
外
逝
去
(
大
正
十
一
年
七
月
九
日
)
の
前
後
に
書
写
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
(
拙
稿
末
尾
の
写
真
も
参
照
さ
れ
た
い
。
)
六
、
『
森
岡
町
外
資
料
』
「
仮
称
」
※
仮
綴
じ
。
表
紙
を
も
含
め
て
二
十
四
丁
。
表
紙
に
「
雑
記
」
と
記
し
、
「
大
正
十
一
年
六
月
廿
四
日
」
7
廿
五
日
」
「
ゥ
廿
六
日
」
7
廿
七
日
」
7
廿
八
日
」
「
ゥ
廿
九
日
」
と
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
学
軒
が
鴎
外
の
口
述
し
た
も
の
を
筆
録
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
「
鴎
外
森
先
生
年
譜
』
と
「
自
紀
材
料
』
と
の
比
較
上
記
の
五
『
鴎
外
森
先
生
年
譜
』
は
、
鴎
外
が
自
身
に
就
い
て
記
し
た
白
記
年
譜
で
あ
る
「
自
紀
材
料
』
と
ほ
ぼ
一
致
を
す
る
が
、
本
文
に
異
同
も
あ
る
。
「
自
紀
材
料
』
は
戦
後
の
第
二
次
『
鴎
外
全
集
」
別
巻
一
に
収
録
・
公
表
さ
れ
た
。
従
っ
て
昭
和
十
六
年
に
死
去
し
た
吉
田
は
、
森
鴎
外
の
自
筆
本
か
ら
鴎
外
が
病
気
療
養
の
上
逝
去
し
た
大
正
十
一
年
六
月
下
旬
・
七
月
上
旬
に
筆
写
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
別
本
『
自
紀
材
料
』
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
『
自
紀
材
料
』
(
自
筆
復
刻
版
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
刊
行
)
と
異
同
を
比
較
す
る
と
下
記
の
様
に
な
る
。
特
に
『
鴎
外
先
生
年
誰
巴
で
は
、
鴎
外
の
最
初
の
妻
「
赤
松
登
志
子
」
に
つ
い
て
は
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
・
が
「
鴎
外
森
先
生
年
譜
」
、
O
が
「
白
紀
材
料
」
で
あ
る
。
「
書
名
」
・
鴎
外
森
先
生
年
譜
O
自
紀
材
料
「
出
生
」
・
丈
久
二
年
壬
成
、
正
月
十
九
日
石
見
国
鹿
足
郡
津
和
野
横
堀
ニ
生
ル
0
0
文
久
二
年
、
正
月
十
九
日
生
る
。
其
地
は
石
見
国
鹿
足
郡
津
和
野
横
堀
な
り
c
「
最
初
の
結
婚
」
・
明
治
二
十
二
年
己
丑
先
生
二
十
八
歳
二
月
二
十
四
日
陸
軍
軍
医
学
会
指
名
幹
事
編
輯
主
任
ト
為
ル
此
歳
二
月
西
周
氏
媒
人
ト
ナ
リ
、
海
軍
中
将
赤
松
則
良
氏
ノ
女
登
志
子
ヲ
妻
ル
約
成
ル
。
登
志
子
跡
見
花
渓
ノ
女
塾
ニ
学
ピ
、
童
日
ヲ
善
ク
シ
、
能
ク
漢
文
ヲ
読
ム
。
二
十
四
日
華
燭
典
ヲ
赤
松
氏
邸
ニ
挙
ゲ
、
下
谷
区
根
岸
町
ナ
ル
赤
松
氏
別
業
ニ
移
リ
住
ス
cO
明
治
二
十
二
年
二
十
八
歳
二
月
二
十
四
日
陸
軍
、
医
学
会
指
名
幹
事
編
輯
主
任
と
な
る
。
赤
松
氏
を
納
る
。
下
谷
区
根
岸
町
口
(
空
欄
)
番
地
に
慨
居
す
。
「
末
尾
」
・
二
十
六
日
、
軍
医
学
校
卒
業
式
ニ
直
ム
。
中
央
衛
生
会
ニ
往
ク
。
-
E
i
 
po 
是
月
小
島
要
人
ノ
墓
ニ
銘
ス
。
O
二
十
六
日
、
軍
医
学
校
率
業
式
に
在
む
。
中
央
衛
生
会
に
往
く
。
是
月
小
島
要
人
の
墓
に
銘
す
。
学
軒
筆
写
『
森
鴎
外
資
料
』
に
就
い
て
第
一
に
「
鴎
外
森
先
生
」
と
あ
り
、
鴎
外
の
祖
父
、
父
、
先
祖
、
家
系
等
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
第
二
に
「
父
君
ガ
子
女
ノ
教
育
ノ
為
ニ
尽
シ
、
努
力
」
、
第
三
に
「
先
生
医
学
ヲ
以
テ
世
ニ
立
チ
シ
所
以
」
第
四
に
「
住
居
」
、
第
五
に
「
先
生
ノ
居
所
」
、
第
六
に
「
師
」
、
第
七
に
「
交
遊
」
第
八
に
「
文
学
」
と
そ
れ
ぞ
れ
見
出
し
が
あ
り
、
メ
モ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
メ
モ
書
き
の
た
め
に
極
め
て
判
読
し
に
く
い
が
ご
く
一
部
を
紹
介
す
る
。
「
先
生
医
学
ヲ
以
テ
世
ニ
立
チ
シ
所
以
」
・
先
生
父
君
ニ
従
ヒ
東
京
ニ
来
リ
シ
ハ
、
明
治
五
年
ニ
シ
テ
十
一
歳
ナ
リ
。
是
年
十
月
西
周
氏
ノ
家
ニ
寓
シ
、
進
文
学
会
ロ
ニ
入
リ
、
口
口
口
(
空
欄
)
ヲ
修
ム
。
七
年
一
月
東
京
医
学
校
予
科
ニ
入
ル
。
当
時
父
君
松
本
氏
ノ
栄
達
ヲ
観
ル
毎
ニ
先
生
ヲ
戒
メ
テ
有
モ
医
為
ル
上
ハ
陸
軍
軍
医
本
部
長
タ
ル
ベ
シ
。
之
ヲ
致
ス
ハ
、
発
憤
努
力
ス
ベ
シ
ト
。
先
生
亦
縞
ニ
心
ニ
期
セ
リ
。
然
ル
ニ
、
先
生
年
歯
稀
ク
長
ズ
ル
ニ
随
ヒ
テ
、
梢
ク
文
学
ヲ
噌
ミ
、
二
十
歳
ノ
秋
大
学
ノ
業
ヲ
卒
フ
ル
比
ニ
ハ
其
ノ
傾
向
甚
シ
キ
ニ
至
レ
リ
。
是
ヨ
リ
先
キ
先
生
漢
文
ヲ
依
田
百
川
ニ
学
ピ
、
漢
詩
ヲ
学
ピ
タ
リ
シ
ガ
・
:
「
住
居
」
・
先
生
ノ
宅
ハ
石
見
郡
(
マ
マ
)
鹿
足
郡
津
和
野
横
堀
ニ
在
リ
。
是
レ
藩
ヨ
リ
割
当
テ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
東
京
ニ
来
タ
ル
ニ
及
ピ
テ
南
葛
飾
郡
小
梅
村
ニ
寓
ス
。
(
尊
甫
口
口
口
(
空
欄
)
君
地
面
ヲ
買
ヒ
ホ
シ
テ
借
家
二
戸
ヲ
構
へ
其
収
入
及
ピ
旧
藩
主
亀
井
家
ノ
補
助
ヲ
以
テ
生
計
二
資
セ
ラ
レ
タ
リ
。
)
明
治
二
十
三
年
赤
松
氏
ヲ
納
ル
〉
ニ
及
ピ
テ
赤
松
氏
ノ
別
業
タ
ル
下
谷
辺
根
岸
口
口
(
空
欄
)
町
口
口
(
空
欄
)
番
地
ニ
居
ヲ
転
ゼ
ラ
ル
。
新
居
手
狭
ト
テ
幾
モ
ナ
ク
下
谷
辺
花
園
町
ニ
移
ル
。
.
「
先
生
ノ
居
処
」
・
先
生
明
治
五
年
八
月
父
君
ニ
随
ヒ
テ
東
京
ニ
来
リ
、
向
島
ニ
卜
居
セ
ル
ガ
:
:
:
密
ニ
親
戚
ナ
ル
西
周
氏
ニ
先
生
ヲ
託
セ
リ
。
西
氏
ハ
時
ニ
官
職
ハ
陸
軍
大
丞
子
ン
テ
神
田
辺
小
川
町
ニ
居
ヲ
構
エ
タ
リ
。
先
生
ノ
西
氏
ニ
禽
ス
ル
ヤ
、
玄
関
ノ
隣
へ
一
室
ヲ
与
へ
ラ
レ
タ
リ
。
西
氏
ガ
先
生
ニ
授
ケ
タ
ル
ハ
、
当
時
独
逸
学
ノ
初
歩
ト
シ
テ
用
ヰ
ラ
レ
シ
ヒ
1
ベ
ル
「
h
l
b
e
l
」
ヲ
以
テ
セ
リ
。
而
ル
ニ
先
生
ハ
藩
ニ
在
リ
テ
蘭
語
ノ
手
ホ
ド
キ
ヲ
学
ピ
タ
レ
パ
独
習
シ
得
タ
リ
シ
カ
パ
、
毎
夜
一
回
西
氏
ニ
口
口
ヲ
質
ス
コ
ト
冶
セ
リ
。
幾
モ
ナ
ク
本
郷
壱
岐
坂
ナ
ル
進
文
μ玄
古
ニ
入
学
セ
リ
。
:
:
:
、
教
師
ハ
独
逸
人
ポ
ル
プ
ト
ト
云
フ
人
ナ
リ
シ
ガ
商
人
上
リ
ノ
人
ナ
ラ
ン
。
然
レ
ド
モ
其
ノ
教
授
ハ
極
メ
テ
平
易
明
白
ニ
シ
テ
、
先
生
ノ
独
逸
語
ハ
之
レ
-62-
ガ
為
ニ
覧
ル
、
進
歩
セ
リ
。
結
ひ
森
鴎
外
の
晩
年
、
鴎
外
は
陸
軍
を
退
職
し
、
宮
内
省
に
入
省
し
た
の
は
、
「
帝
室
制
度
審
議
会
」
等
を
中
心
と
す
る
「
皇
室
制
度
」
整
備
の
為
で
あ
り
、
鴎
外
は
そ
の
中
で
『
元
号
考
』
、
『
霊
警
』
の
編
纂
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
ま
た
吉
田
学
軒
を
宮
内
省
編
修
官
に
推
挙
し
、
元
号
「
昭
和
」
の
勘
申
の
人
的
な
基
礎
を
築
い
た
。
鴎
外
に
高
く
評
価
さ
れ
た
学
軒
は
、
鴎
外
の
命
に
依
り
伝
記
資
料
を
書
き
残
し
た
の
で
あ
る。参
考
文
献
(l)
西
川
誠
「
大
正
後
期
皇
室
制
度
と
宮
内
省
」
(
『
近
代
日
本
研
究
』
一
一
O
一
一
一
年
六
月
二
十
日
発
行
)
所
収
(2)
無
窮
会
所
蔵
「
吉
田
学
軒
文
書
」
未
整
理
(3)
苦
木
虎
雄
著
『
鴎
外
研
究
年
表
』
(
鴎
出
版
)
一
O
七
二
頁
、
以
後
「
年
表
」
と
記
す
。
(4)
「
四
千
二
百
円
、
総
長
」
と
注
が
あ
る
。
(5)
「
鴎
外
研
究
年
表
」
一
一
一
一
六
頁
参
照
の
こ
と
。
(6)
「
鴎
外
研
究
年
表
」
一
一
一
一
九
頁
参
照
の
こ
と
。
(7)
『
森
鴎
外
全
集
』
(
昭
和
五
十
年
一
一
一
月
三
十
一
日
発
行
)
一
一
一
十
六
巻
五
八
一頁
(8)
『
森
鴎
外
全
集
』
(
昭
和
五
十
年
一
一
一
月
三
十
一
日
発
行
)
三
十
六
巻
五
七
九
頁
(9)
号
は
犀
東
「
さ
い
と
う
」
。
明
治
六
年
二
月
に
生
ま
れ
る
。
石
川
県
の
出
身
。
東
京
帝
国
大
学
を
中
退
。
博
文
館
の
雑
誌
「
太
陽
」
の
編
集
部
や
内
務
省
、
宮
内
省
等
に
勤
務
し
、
後
に
慶
応
大
学
、
東
京
高
等
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
歴
史
、
地
理
、
有
職
故
実
に
詳
し
く
、
漢
詩
も
作
っ
た
o
昭
和
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
死
去
。
七
十
七
歳
。
詩
文
集
に
「
花
柘
棺
」
(
は
な
、
ざ
く
ろ
)
が
あ
る
。
(
叩
)
『
森
鴎
外
全
集
』
(
昭
和
五
十
年
一
一
一
月
三
十
一
日
発
行
)
一
一
一
十
六
巻
五
人
一
一
員
・
五
八
二
一
貝
(U)
「
吉
田
学
軒
先
生
小
伝
」
『
東
洋
文
化
と
明
日
』
(
昭
和
三
十
三
年
発
行
・
所
収
石
川
梅
次
郎
執
筆
)
並
び
に
『
学
軒
詩
集
』
(
財
団
法
人
無
窮
会
発
行
、
園
贋
寄
編
、
平
成
十
六
年
発
行
)
所
収
の
「
学
軒
先
生
履
歴
」
を
参
考
と
し
た
。
(
ロ
)
財
団
法
人
無
窮
会
発
行
、
園
贋
蕎
編
、
平
成
十
六
年
発
行
、
一
1
四
頁
(
日
)
「
松
本
氏
」
と
は
、
初
代
・
三
代
陸
軍
軍
医
本
部
長
松
本
良
順
の
事
と
推
定
さ
れ
る
。
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